
カトリック大名町教会ニュース

◇キリスト教講座第Ⅰ期が始まります。
　・水曜コース：９月４日　19:00 から
　・金曜コース：９月６日　10:00 から

　＊キリストの光に気づくために！
　＊どなたでも参加できます。

 杉原 寛信　神父
 毎週木曜日
  10:00 キリスト教入門
  14:00 聖書の分ち合い
　19:00 キリスト教入門

勉
強
会

ゆるしの秘蹟：９月７日（土）・21 日（土）・10 月５日（土）　10 時から 小聖堂／日曜日 8 時 45 分

福岡教区年間テーマ：信じる喜びから 伝える喜びへ

大名町教会年間テーマ：全ての人に対してキリストの光でありなさい！
Be the light of Christ to everyone.

　

「
喜
び
な
さ
い
。
大
い
に
喜
び
な
さ
い
」
聖
性

へ
の
招
き
。

　

神
と
隣
人
へ
の
愛
を
示
す
五
つ
の
重
要
な
こ

と
。
聖
な
る
人
と
は･･･

①
辛
抱
、
根
気
、
柔
和

　
　

神
を
中
心
に
据
え
た
内
的
堅
固
さ
を
も
ち
、

　

他
者
の
攻
撃
や
欠
点
に
辛
抱
し
、
人
の
過
ち

　

に
文
句
を
言
わ
ず
、
兄
弟
姉
妹
の
欠
点
に
口

　

を
閉
ざ
し
、
辱
し
め
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

　

イ
エ
ス
に
似
た
者
と
な
る
人
。

②
喜
び
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス

　
　

不
機
嫌
で
な
く
、
悲
し
み
に
引
き
こ
も
ら

　

ず
、
分
か
ち
合
う
喜
び
と
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン

　

ス
を
も
っ
て
生
き
、
前
向
き
に
希
望
を
持
つ

　

人
。

③
大
胆
さ
、
熱
意

　
　

安
全
地
帯
に
留
ま
る
誘
惑
や
、
慣
習
と
い

　

う
惰
性
か
ら
飛
び
出
し
、
福
音
宣
教
の
機
動

　

力
で
あ
る
大
胆
さ
を
も
っ
て
生
き
る
熱
意
あ

　

る
人
。

④
共
同
体
の
中
で

　
　

他
の
人
と
隣
り
合
っ
て
霊
的
成
長
の
道
を

　

歩
み
、「
練
り
鍛
え
」
ら
れ
る
た
め
に
、
み
こ

　

と
ば
の
分
か
ち
合
い
と
感
謝
の
祭
儀
を
通
し

　

て
兄
弟
姉
妹
の
き
ず
な
を
強
め
、
聖
な
る
宣

　

教
共
同
体
に
生
き
る
人
。

⑤
た
え
ざ
る
祈
り

　
　

神
と
の
つ
な
が
り
に
必
要
な
祈
り
、
み
こ

　

と
ば
が
最
大
の
力
を
発
揮
す
る
感
謝
の
祭
儀

　

を
大
切
に
す
る
人
。

　

「
私
」
の
姿
が
重
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か

　

･･･

？

　
　

大
名
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会　

　
　
　

主
任
司
祭　
　

杉
原　

寛
信　

神
父

「
喜
び
に
喜
べ
④
」

９

被造物を大切に

する世界祈願日

９月１日
＊家庭ゴミ　考えてみよう！

【９月の予定】
１日（日）：被造物を大切にする
　　　　　世界祈願日
　　　　・教会学校始業式
８日 (日）：長寿の祝い
15日（日）：納涼祭（16：00）
29 日（日）：世界難民移住移動者
　　の日（献金をお願いします）

　 【10 月ロザリオの月　予定】
＊福音宣教のための特別月間
1日（火）：聖テレジアおとめ教会
　　　　博士（小さきテレジア）
2日（水）：守護の天使

　７月 14 日（日）、大名町教会の巡回教会がある能古島へ教会学校の子ども達
と保護者、リーダーの総勢 52 人でファミリーサマーキャンプへ。
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                    　　　カトリック大名町教会ニュース  

【
転
出
】　

お
元
気
で
（
…
教
会
へ
）

・
マ
リ
ア　
　
　

谷
川　

典
子

　
　
　
　
　

（
大
阪
教
区
海
南
教
会
）

大
名
町
教
会
８
月
の
現
勢

大
名
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
お 

も 

て 

な 

し

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
東
方
正
教
会
に

な
ら
っ
て
、
環
境
保
護
の
た
め
の
助

け
を
願
う
日
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

暦
に
加
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
９
月

の
第
１
日
曜
日
を
「
被
造
物
を
大
切

に
す
る
世
界
祈
祷
日
」
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
教
皇
様
は
上
記
の

よ
う
に
祈
り
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

　

右
記
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
バ
チ
カ

ン
公
認
の
女
性
団
体
か
ら
の
呼
び
か

け
で
す
。
今
、
わ
た
し
に
で
き
る
こ

と
を
探
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
９

年
の
９
月
１

日(

日
）
は
、

「
被
造
物
を

大
切
に
す
る

世

界

祈

願

日
」
で
す
。

　

回
勅
『
ラ

ウ
ダ
ー
ト
・

シ
―
―
と
も

に
暮
ら
す
家

を
大
切
に
』

（2015

年

）

で
、
全
世
界

の
人
に
向
け

て
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
（
自
然

保
護
）
に
取

り
組
む
よ
う

訴
え
た
教
皇

　

主
日
の
ミ
サ
で
派
遣
さ
れ
て
、
１
階

ロ
ビ
ー
に
下
り
て
く
る
と
夏
は
冷
た
く

冬
は
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
と
、
ち
ょ
っ
と

ク
ッ
キ
ー
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
約
15
年
。
ご
高
齢
に

な
っ
た
発
起
人
の
黒
崎
さ
ん
夫
妻
の
後

継
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
楽
し
そ
う
で

す
。
お
代
は
？ 

小
さ
な
缶
が
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ビ
ー
は
、
コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ッ
キ
ー

を
手
に
皆
さ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
の
輪
が

広
が
り
ま
す
。
教
会
学
校
が
終
わ
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
降
り
て
来
る
と
、
一
層

の
賑
わ
い
。
そ
の
賑
わ
い
の
中
に
キ
リ

ス
ト
が
お
座
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

　

「
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
」
大
名
町
教
会

を
始
め
て
訪
れ
る
人
が
「
あ
っ
、
教
会

だ
」
と
安
堵
す
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

笑
顔
の
シ
ス
タ
ー
が
、
待
っ
て
ま
す
。

中
に
は
、
信
心
の
た
め
ロ
ザ
リ
オ
や
メ

ダ
イ
、
０
歳
児
か
ら
司
祭
方
、
学
者
ま

で
必
要
な
書
物
も
多
彩
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

 「信者であろうとなかろうと、今日、地球は本質的に
 共有の財産であり、その実りは誰にとっても有益なもの
 であるということに同意します。」
 Laudato Si, 93, Pope Francis

　　　　　        Sponsored by WUCWO ：主催　世界カトリック女性団体連盟 

EARTH：地球

ACTION

INITIATIVE

To all schools, service clubs, and Church organisations:
すべての学校、奉仕クラブ、教会組織へ：

CHOOSE ANY SATURDAY IN SEPTEMBER, 2019
2019 年 9 月の土曜日を選んでください

行動を起そう : 私たちの海を破壊するプラスチックと有毒廃棄物の危機に直面して、

　湖や川、世界のすべての人々が地球の水へのこれ以上の損傷を排除するために行動するこ

　とを求められています。資源とすでに受けた被害を一掃するために。

すべてのいのちは相互関係にあります。 同様に、私たちの水道システムに入る汚染

物質の大部分が陸上での活動に起因しているという点で、すべての汚染は相互に関連

しています。海岸線や遠くの内陸に沿った人間の活動は私たちの海の健康に影響を与

えます（米国海洋大気庁）。

i
14 億ポンドのゴミが毎年

海に捨てられています。

（シーワード）

70％の産業廃棄物が、

水に捨てられた。
（ナショナル・

ジオグラフィック）

200 万トンの下水、工

業用農業廃棄物が毎

日、世界の水に排出さ

れる。（国連 WWAP）

毎年、戦争を含むあら
ゆる形態の暴力よりも
危険な水で死亡する人
が多い。

（国連 - 人生の 10 年の水）

あなたが わたしができる事 ：
• 最寄りの海岸、湖畔、または川岸で、また道路や溝に沿って、公共の場でプラスチックやゴ
ミの清掃イベントを開催しましょう。
• プラスチック廃棄物危機について一般の人々に教育するイベントを開催しましょう。
• 廃棄物が水系に入り込む可能性がある環境条件の影響を受けやすい地域では、より良い埋め
立て処理を推奨してください。
• 使い捨てプラスチックの排除と、使い捨てプラスチックの再利用とリサイクルを推進する。

• 自分のやり方を変える

　　1) あなた自身のプラスチック製品の使用を減らす。

　　2) できるだけ頻繁にあなたのプラスチック容器を再使用しなさい

　　3) 使用できなくなったプラスチックをリサイクルします。

　　4) リサイクルする前に、プラスチックが汚染されていないことを確認してください。

　

愛
の
神
よ
、

　

地
球
上
の
す
べ
て
の
被
造
物
へ
の
あ

な
た
の
愛
の
道
具
と
し
て
、
こ
の
世
界

で
の
わ
た
し
た
ち
の
役
割
を
お
示
し
く

だ
さ
い
。

　

あ
な
た
に
忘
れ
去
ら
れ
る
も
の
は
何

一
つ
な
い
か
ら
で
す
。

　

無
関
心
の
罪
に
陥
ら
せ
ず
、
共
通
善

を
愛
し
、
弱
い
人
々
を
支
え
、
わ
た
し

た
ち
の
住
む
こ
の
世
界
を
大
切
に
で
き

る
よ
う
に
…

　

あ
な
た
の
力
と
光
で
わ
た
し
た
ち
を

と
ら
え
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
は
た
た

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。　
　

ア
ー
メ
ン
。

　

今
日
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
小
さ
く
さ
れ
た

人
々
に
寄
り
添
い
続
け
る
「
礼
拝
会
」
の

シ
ス
タ
ー
方
が
開
く
ミ
ニ
バ
ザ
ー
。
修
道

院
で
育
て
た
ひ
ま
わ
り
も
い
か
が
・
？

「ご協力ありがとう」、「シスター
のご奉仕ありがとうございます」。
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カトリック大名町教会ニュース

小
さ
き
花
の
会

「
聖
書
通
読
会
」

・
９
月
15
日
（
日
）
ミ
サ
後
、
1F
講
堂
奥

・
通
読
個
所:

出
エ
ジ
プ
ト
記
25
章
か
ら

「
ミ
サ
奉
仕
」

・
第
２
週
目　

ロ
ザ
リ
オ
先
唱
、
奉
納

　

ロ
ザ
リ
オ
先
唱
は
９
時
か
ら
始
め
ま
す
。

・
第
３
週
目　

奉
納

　

日
頃
か
ら
の
ミ
サ
奉
仕
の
ご
協
力
有
難

　

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願

　

い
致
し
ま
す
。

教会学校が能古島へファミリー・サマーキャンプ　テーマは『光』！
　

７
月
14
日(

日
）、
年
間
第
15
主
日
で
ル
カ

福
音
書
が
読
ま
れ
「
神
で
あ
る
主
を
愛
し
、
隣

人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
」
と
呼
び
か

け
を
い
た
だ
い
た
ミ
サ
の
後
、
52
人
で
目
的
地

の
能
古
島
へ
出
向
き
ま
し
た
。
能
古
島
の
ア
イ

ラ
ン
ド
パ
ー
ク
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
家
族

や
友
達
に
囲
ま
れ
な
が
ら
食
事
、
ス
イ
カ
割
り
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
楽
し
み
、
お
互
い
輝
く
よ
う

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

能
古
島
の
教
会
へ
移
動
。「
僕
た
ち
が
神
さ

ま
の
愛
を
忘
れ
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」

と
高
校
生
が
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

皆
が
「
神
さ
ま
に
愛
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
る

一
日
で
し
た
。

　

惜
し
み
な
い
神
さ
ま
の
光
を
受
け
て
、
私
た

ち
が
輝
く
と
き
「
世
の
光
」
と
な
れ
ま
す
。

　

神
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
自
分
自
身
を
、

何
よ
り
も
大
切
に
思
い
、
家
族
や
友
達
と
支
え

合
う
こ
こ
ろ
を
育
ん
で
い
け
た
ら
と
思
う
キ
ャ

ン
プ
の
一
日
で
し
た
。 

リ
ー
ダ
ー

　

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、
と
て
も
い
い
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ス
イ
カ
割
り

も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

福
岡
の
市
街
地
か
ら
船
で
10
分
く
ら
い
の
能
古
島
に
も

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と

は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
あ
の
高
山
右
近
が
秀
吉
か
ら
一

時
逃
れ
た
島
？
、
と
も
聞
い
た
能
古
島
の
小
さ
な
教
会
で

す
が
、
今
も
繋
が
っ
て
お
祈
り
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
、

と
実
感
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　

高
２　

柴
田
一
冴　

能古島教会の聖堂

◆
小
学
生
の
声

・
夏
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

も
、
全
部
楽
し
か
っ
た
！　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
生 

藤
原 

奈
琉
歌

・
能
古
島
の
大
き
な
木
に
取
り
付
け
て
あ
る
ブ
ラ
ン
コ
に

乗
っ
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
生 

グ
エ
ン
・
バ
オ
・
ミ
ン

・
キ
ャ
ン
プ
で
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
船
に
乗
っ
た
こ
と

で
す
。
大
き
な
ブ
ラ
ン
コ
も
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
生 

浜
崎 

宗
一
郎

・
ぼ
く
は
ス
イ
カ
割
が
一
番
楽
し
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年
生 
藤
原 

海
史

・
ス
イ
カ
割
が
楽
し
か
っ
た
。
船
も
乗
っ
た
け
ど
バ
ス
も

乗
っ
た
よ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
年
生 

浜
崎 

俊
太
郎

み
ぎ
み

ぎ
！

博
多
に
き
ん
し
ゃ
い
！　

今
年
も
！

　

今
年
も
８
月
４
日
（
日
）、
福
島
か

ら
「
福
島
支
援
実
行
委
員
会
」
の
招
き

で
15
人
の
子
ど
も
達
が
来
福
。
こ
の
日
、

大
名
町
教
会

の
ミ
サ
に
参

加
、
共
に
祈
り

ま
し
た
。
ミ
サ

後
、
講
堂
で
歓

迎
と
交
流
会
、

福
島
の
現
状

の
報
告
も
あ

り
、「
一
向
に

進
展
し
て

い

な
い
ね
」
と
フ

ロ
ア
か
ら

の

声
。
支
援
は
継

続
で
す
ね
。
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                    　　　カトリック大名町教会ニュース  
　
　
　
　
　
　
　

８
月
４
日
委
員
会

検
討
事
項

１　

教
会
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

・
各
項
目
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

　

行
う
。

①
教
会
委
員
会
の
名
称
を
評
議
会

　

に
変
更
。

②
受
付(

事
務
室)

職
員
の
定
年

　

制
に
つ
い
て
。

　

受
付
の
休
み
の
明
記
に
つ
い
て
。

③
小
教
区
と
カ
テ
ド
ラ
ル
の
事
務

　

作
業
の
明
確
化
。

④
運
営
規
則
の
目
的
に
、
福
音
宣

　

教
を
明
確
に
い
れ
る
。

２　

教
会
委
員
会
委
員
の
改
選
に

　

つ
い
て

①
委
員
の
任
期
は
、
今
年
度
で
満

　

了
と
な
り
、
選
考
委
員
会
を
11

　

月
よ
り
立
ち
上
げ
る

②
新
年
度
の
始
ま
る
第
一
日
曜
日

　

の
ミ
サ
終
了
時
に
、
新
委
員
を

　

紹
介
を
す
る

３　

駐
車
場
の
許
可
制
導
入
に
つ

　

い
て

①
信
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
い
た
だ

　

い
た
が
、
様
々
な
問
題
を
ク
リ

　

ア
ー
で
き
ず
引
き
続
き
検
討
し

　

て
い
く
。

報
告
事
項

１　

来
期
の
教
区
へ
の
予
算
請
求

　

に
つ
い
て

①
大
規
模
営
繕
工
事
の
予
定
が
な

　

い
の
で
、
申
請
は
し
な
い
。

２　

長
寿
の
祝
い
に
つ
い
て

・
９
月
８
日(

日)

。
75
歳
以
上
の

　

信
徒
に
案
内
状
送
付
済
。

３　

納
涼
会
日
程

・
９
月
15
日
16
時
よ
り
実
施
。　

　
　

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
多
く

　

の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
英

　

語
ミ
サ
の
人
た
ち
と
の
親
睦
を

　

深
め
、
建
物
維
持
の
た
め
の
バ

　

ザ
ー
も
実
施
。
協
賛
の
依
頼
と

　

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

４　

七
五
三
祝
福
の
日
程

・
11
月
10
日(

日)

。

５　

街
頭
募
金
の
日
程
に
つ
い
て

・
12
月
第
一
日
曜
日
。

６　

成
人
の
祝
福
式
・
新
年
会
の

　

日
程

・
２
０
２
０
年
１
月
12
日(

日)

。

７　

受
付
前
の
献
金
投
入
箱
が
使

　

用
可
。
お
知
ら
せ
に
て
案
内
済
。

８　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事
に
つ
い
て

・
第
１
期
工
事
終
了
。
１
階
ロ
ビ
ー

　

照
度
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
掲
示
板

　

蛍
光
灯
設
置
は
し
な
い
。

・
小
聖
堂
オ
ル
ガ
ン
付
近
の
照
明
の

　

設
置
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工

　

事
の
終
了
後
確
認
。

９　

印
刷
機
に
つ
い
て

・
新
し
い
印
刷
機
を
購
入
し
ま
し

　

た
。

各
部
か
ら
の
報
告

【
典
礼
部
】

①
来
日
が
予
定
さ
れ
る
、
教
皇
フ

　

ラ
ン
シ
ス
コ
訪
日
記
念
展
に
つ

　

い
て

・
教
区
主
催
に
よ
る
記
念
展
を
大
名

　

町
教
会
に
て
開
催
予
定
。
実
行

教 

会 

委 

員 

会

　

委
員
会
へ
の
協
力
要
請
と
信
徒

　

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
説

　

明
あ
り
。

・
こ
の
企
画
を
、
福
音
宣
教
の
機
会

　

と
し
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
促
進
す

　

る
。

【
広
報
部
】

１　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

①
ウ
エ
ブ
サ
ー
バ
ー
を
９
月
上
旬

　

に
新
し
く
切
り
替
え
予
定
。

【
教
会
学
校
】

１　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

①
７
月
14
日(

日)

能
古
島
に
て

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。
子

　

ど
も
29
人
、
大
人
23
人
参
加
。

　

実
り
あ
る
キ
ャ
ン
プ
の
報
告
あ

　

り
。

♭　

主
よ
、
あ
な
た
の
呼
ぶ

声
が
遠
く
か
ら
、
主
よ
、
あ

な
た
の
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
く
る
．
♯

　

た
く
さ
ん
の
人
の
声
、
呼
び
か
け
る

声
、
助
け
を
求
め
る
声
、
大
き
な
声
、

小
さ
な
声
、
笑
い
声
、
悲
し
む
声
、
お

怒
り
の
声
、
そ
し
て
喜
ぶ
声
、
家
庭
の

中
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
そ
し
て
教

会
で
聞
こ
え
て
く
る
。
教
会
に
は
様
々

な
共
同
体
の
印
刷
物
と
し
て
の
声
も
掲

示
さ
れ
て
い
る
。
古
い
も
の
、
新
し
い

も
の
な
ど
な
ど
。
最
新
の
も
の
は
ミ
サ

後
に
呼
び
掛
け
ら
れ
る
お
知
ら
せ
。
私

た
ち
信
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
１
週
間
、

１
か
月
の
、
信
仰
生
活
の
た
め
の
、
大

切
な
声
と
情
報
で
あ
る
。

会長
の

つぶやき 

い
の
ち
燃
ゆ
！

　

礼
拝
会
の
シ
ス
タ
ー
藤
田
か
ら
呼
び

か
け
る
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
バ
ザ
ー

開
催
に
よ
る
信
徒
へ
の
お
願
い
。
そ
れ

は
礼
拝
会
修
道
会
の
使
命
と
情
熱
で
あ

っ
た
。
女
性
の
会
の
会
報
モ
ニ
カ
、
そ

こ
に
も
女
性
の
会
一
人
ひ
と
り
の
宣
教

へ
の
熱
い
声
が
響
く
。
全
世
界
で
、
貧

し
く
弱
い
女
性
の
た
め
に
働
く
礼
拝
会

の
シ
ス
タ
ー
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
全
世

界
に
及
ぶ
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
の
み

な
さ
ん
。
と
も
に
女
性
の
き
め
細
や
か

さ
と
母
の
や
さ
し
さ
、
そ
し
て
厳
し
さ

を
通
し
て
、
マ
リ
ア
様
の
よ
う
な
、
主

に
仕
え
る
従
順
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　

イ
エ
ス
様
は
『
わ
た
し
が
来
た
の
は
、

地
上
に
火
を
投
ず
る
た
め
で
あ
る
』
と

い
わ
れ
た
。
弟
子
た
ち
の
、『
あ
の
時
、

私
た
ち
も
燃
え
て
い
た
で
は
な
い
か
』

と
互
い
に
認
め
合
っ
た
言
葉
が
思
い
出

さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
来
日
の

企
画
に
向
け
、
使
徒
的
勧
告
『
喜
び
に

喜
べ
』
を
読
み
分
か
ち
合
う
信
徒
、
全

世
界
の
平
和
の
使
徒
、
教
皇
様
の
来
日

を
心
か
ら
喜
び
Ｐ
Ｒ
す
る
様
々
な
計
画

な
ど
な
ど
。
学
び
と
祈
り
と
奉
仕
を
通

し
て
、
静
か
に
信
仰
共
同
体
が
燃
え
始

め
た
。『
と
も
に
喜
び
を
も
っ
て
福
音
を

伝
え
る
た
め
の
祈
り
』
を
捧
げ
、
福
音

宣
教
の
た
め
の
特
別
月
間
を
、『
す
べ
て

の
人
に
キ
リ
ス
ト
の
光
で
あ
り
な
さ
い
』

と
の
燃
え
る
命
を
、
声
と
行
い
で
届
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　

実
り
の
秋
、
収
穫
の
主
に
願
い
ま
し

ょ
う
。
ア
ー
メ
ン
。

　
　

大
名
町
教
会
信
徒
会
長
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